
藤井洋治 

ふじい・ようじ 
 

陸軍中将、満州第１９旅団長 

 

 

経 歴 

生：明治２０年（１８８７年）１０月５日、広島県深安郡深津村生まれ 

没：昭和２０年（１９４５年）８月６日、広島の官舎で被爆死、享年５８歳 

明治３８年（１９０５年） １７歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 

明治３８年（１９０５年）７月 １７歳 士官候補生 

明治４０年（１９０７年）５月３１日 １９歳 陸軍士官学校卒業（第１９期） 

明治４０年（１９０７年）１２月２６日 ２０歳 陸軍歩兵少尉、歩兵第１１連隊附 

明治４３年（１９１０年）１１月 ２３歳 陸軍歩兵少尉 

大正２年（１９１３年）１２月１３日 ２６歳 陸軍大学校入学 

大正５年（１９１６年）１１月２５日 ２９歳 陸軍大学校卒業（第２８期） 

大正６年（１９１７年）８月 ２９歳 陸軍歩兵大尉、陸軍参謀本部附 

大正７年（１９１８年）２月 ３０歳 参謀本部部員 

大正９年（１９２０年）３月 ３２歳 アメリカ出張 

大正１０年（１９２１年）４月２０日～ 

 大正１１年（１９２２年）１２月１２日 

３３～ 

３５歳 
アメリカ大使館附武官補佐官 

大正１１年（１９２２年）８月 ３４歳 陸軍歩兵少佐 

大正１１年（１９２２年）１２月 ３５歳 陸軍大学校兵学教官兼参謀本部部員 

大正１２年（１９２３年）６月 ３５歳 ルソン島へ出張 

大正１５年（１９２６年）８月 ３８歳 陸軍歩兵中佐 

昭和２年（１９２７年）７月 ３９歳 歩兵第１１連隊附 

昭和３年（１９２８年）８月 ４０歳 天津駐屯歩兵隊長 

昭和３年（１９２８年）１２月ごろ ４１歳 天津駐屯歩兵隊歩兵中佐 

昭和４年（１９２９年）ごろ ４１歳 歩兵中佐、在広島 

昭和４年（１９２９年）１０月 ４２歳 歩兵第１２連隊附、在丸亀 



－ － 歩兵中佐、東京参謀本部 

昭和５年（１９３０年）８月１日～ 

 昭和７年（１９３２年）２月１６日 

４２～ 

４４歳 
陸軍歩兵大佐、第１師団司令部附、早稲田大学配属 

昭和７年（１９３２年）２月２０日 ４４歳 歩兵第３７連隊長 

昭和８年（１９３３年）８月１日 ４５歳 第１６師団司令部附、京都帝国大学配属 

昭和９年（１９３４年）９月１７日 ４６歳 留守第１６師団司令部附、京都帝国大学配属 

昭和１０年（１９３５年）８月１日 ４７歳 陸軍少将、歩兵第１９旅団長（満州北安鎮） 

昭和１２年（１９３７年）３月１日 ４９歳 近衛師団司令部附 

昭和１３年（１９３８年）７月１５日～ 

 昭和１４年（１９３９年）３月９日 

５０～ 

５１歳 
陸軍中将、留守第１師団長 

昭和１４年（１９３９年）１０月２日 ５１歳 第３８師団長（南支那方面軍） 

昭和１５年（１９４０年）４月２９日 ５２歳 勲一等旭日大綬章 

昭和１６年（１９４１年）６月２０日 ５３歳 中部軍司令官 

昭和１７年（１９４２年）８月１７日 ５４歳 待命 

昭和１７年（１９４２年）８月３１日 ５４歳 予備役 

昭和２０年８１９４５年）４月１日 ５７歳 召集により広島師団管区司令官 

昭和２０年（１９４５年）６月１５日 ５７歳 第５９軍司令官（第２総軍・第１５方面軍）兼中国軍管区司令官 

昭和２０年（１９４５年）８月６日 ５７歳 広島の官舎（西練兵場西南端、旧広島市民球場入り口付近）で被爆死 
 

生い立ちと学業、業績 

昭和１４年（１９３９年）、新設の第３８師団長（南支那方面軍）として出動、広東を拠点に治安維持と討伐戦

を展開した。 

昭和１６年（１９４１年）には内地に戻って中部軍司令官となったが、間もなく予備役に編入された。 

昭和２０年（１９４５年）には再度応召して、第５９軍司令官（第２総軍・第１５方面軍）兼中国軍管区司令官

として広島にあったが、昭和２０年（１９４５年）８月６日の原爆で爆死。 

資料提供：岡田智晶氏（昭和２５年卒）、作田正義氏（昭和３０年卒） 

出典１：『会員名簿（第１号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和４年１２月３０日 

出典２：『会員名簿（第２号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和６年１月 

出典３：『会員名簿（第３号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和７年３月５日 

出典４：『会員名簿（第５号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和８年１２月１０日 

出典５：『会員名簿（第６号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和９年１２月１５日 

出典６：『会員名簿（第１０号）』、福山誠之館中学同窓会、昭和１３年１２月１８日 

出典７：『慟哭の悲劇はなぜおこったのか』、８～９頁、建物疎開動員学徒の原爆被災を記録する会、２００４年１０月 

出典８：ＨＰ「軍人データベース サクラタロウＤＢ（藤井洋治）」 

出典９：『福山学生会雑誌（第６２号）』、１４６頁、福山学生会事務所編刊、大正１５年７月１２日 

出典１０：『福山学生会雑誌（第６７号）』、９９頁、福山学生会事務所編刊、昭和３年１２月３０日 

出典１１：『福山学生会雑誌（第７０号）』、７７頁、福山学生会事務所編刊、昭和５年７月３０日 

 


